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Agenda

● ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について

● VisItによる結果処理

● Ensightによる結果処理

● OpenFOAM Windows版インストール

● ANSYS/StudentEditionインストール



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　①

● LIC(Line Integral Convolution)とは?
-速度などベクトル場を可視化する方法の一つ
で流体流れ場の可視化手法では有名な方法ら
しいです。計算力学技術者認定試験（流体）の
テキストに出てくるのですが、テキスト読んだだ
けでは構造解析屋さんの私には？？でした。
-説明文も「ベクトル場を任意のノイズパタンに
重ねて表現する」とか書いてあって意味不明な
んですが、絵を見ると意味がわかります。



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について ②

● LIC(Line Integral Convolution)とは?
-こんな感じのパタンで表現する方法です

http://www.paraview.org/Wiki/ParaView/Line_Integral_Convolution



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　③

● MicroAVSのHPにもLICの説明が出ており線積分畳み
込み法として、”流れを表すテクスチャを作成してデー
タの形状に貼り付ける方法”となってます。

● 流れ場の渦などの微細構造をベクトル表示やライン
表示よりわかりやすく表示できる特徴がある。

http://www.microavs.jp/blog_detail/id=181&blog_id=5



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　④

● この説明図が比較的わかりやすい。

http://www.microavs.jp/blog_detail/id=181&blog_id=5



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑤

● ParaViewでLIC(Line Integral Convolution)を使う方法は下記H
Pに書かれている↓。

● Surface LIC may be used in ParaView by loading the Surface L
IC Plugin. The plugin may be loaded by opening the Tools me
nu and selecting　Manage Plugins and finally selecting the su
rface LIC plugin and clicking Load on both client and server. 

● どうやらToolｓからプラグインをロードすれば良いようです。

http://www.paraview.org/Wiki/ParaView/Line_Integral_Convolution



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑥

Toolsを選択



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑦　

１） Surface LIC を選択 

２）Load Selected



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑧

1) 新しいレイアウトを追加 2) Surface LICを選択



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑨

Number of Steps と　
Stepサイズを調整する

Uを選択



ParaView可視化Tips
- ParaViewLIC表示について　⑩

この辺の渦が綺麗
に出ている

pitzDailyの計算例



VisItによる結果処理　①

● VisItとは?: ParaViewと同じようなオープンソースの結果可視化ソフトです

● 開発はローレンスリバモア国立研究所

● OpenFOAM結果処理にも使えます

● 大規模の結果処理でParaViewよりレスポンスが良いかもしれない？　と
のことです

● インスール：以下HPから実行モジュールをDLする。Windows, Linuxなどが
ある。SourceコードもDLできる。
https://wci.llnl.gov/simulation/computer-codes/visit/executables

● Windowsはsetup.exeを実行、Linuxは圧縮ファイルを展開するだけ。実行
は展開先のbin/visit をコマンドラインから実行

https://wci.llnl.gov/simulation/computer-codes/visit/executables


VisItによる結果処理　②
1) OpenFOAMの結果を開くとき
はControldictを指定する

2) Add で結果表示したい
Plot種別を選ぶ（コンター
図やベクトル図など）

３）　Drawを押すとWindowに結果が
表示される



VisItによる結果処理　③
細かい設定はPlot　Attributeで設定する

Vectorの本数を指定する等
(矢印の種類なども切り替え可能）



Ensightによる結果処理①
● Ensightとは?: ParaViewと同じようなオープンソースの結果可視化ソフトです

● CEIという会社が販売している商用ソフトでFieldViewやAVS/Expressなどのよ
うに商用ソフトでは有名な可視化ソフトです。

● OpenFOAM結果処理にも使えます

● EnsightのHPからFree版がDLできる。
http://archives.ensight.com/EnSight101/release/Full

● Free版では2次元が2万５千要素、３次元が２0０万要素までの可視化がで
きる

● Windows, MAC, Linux(redhat, Debian系)がDLできる

● Windowsは完全日本語対応

● さすがに商用なので使いやすいがコンター表示はくせがあるので注意が必
要（後述）

● 商用ソフトのFluentやABAQUSなどの結果処理にも使えます



Ensightによる結果処理②

● Ubuntu14.04にinstall した時のメモ
tchsh と c++ library が追加インストール要
#sudo apt-get install tcsh
#sudo apt-get install libstdc++5
#dpkg -i EnSight101Full-10.1.6b_amd64.deb

● Windows版は特に追加のインストールなどは
不要



Ensightによる結果処理③

● インストール先は /opt/CEI
● 起動はコマンドラインから “ensight101”
● VisItと同様にOpenFOAM結果処理の場合はc

ontrolDictを指定して結果ファイルを開く

Free版を選択



Ensightによる結果処理④
● 起動したら”他のファイルを開く”を選択する

● ちなみにDamBreakの結果サンプルが入って
いる



Ensightによる結果処理⑤
● controlDictを指定してcavityのFileを開く



Ensightによる結果処理⑥
● コンター図に切り替わる

ここがUに切り替わる



Ensightによる結果処理⑦
● コンター図表示をスムーズに補間する

変数を選択し右クリックで
パレット→オプションを選択



Ensightによる結果処理⑧

● 塗りつぶし方法を
”要素内一定”→
”連続表示”
に切り替えるとコン
ター表示がスムーズ
になる。



Ensightによる結果処理⑨



Ensightによる結果処理⑥

● コンター図表示は領域FrontEndBackを選択し
て　色付け→変数選択　を選ぶと下記Windo
wが起動するので表示したい変数を選択

１）　速度U を選択

２）　OK



OpenFOAM Windows版インス
トール報告内容

● OpenFOAMのWindows（正式版）が出たのでWin
dows７（64 bit）マシンにインストールしてみた。

● 通常のネット接続環境では問題ないと思われる
が、某社のネット接続環境では問題があったの
で、回避方法を報告する。

● OpenCAE　関西のHPにkawabata さんのインス
トールメモが上がっているのでこちらを参考にす
る

http://ofbkansai.sakura.ne.jp/archives/123590
#more-123590



インストール環境の前提

● Windows 7,8 64 bit 10でもできるかも？ 

● Install 中にインターネットに接続必要

（boot2dockerをインストールするので）

● 管理者権限が必要

● 現在利用可能なのはOpenFOAM V2.4,3.0
● ParaVIewは入っていないのでWindows版



１．　インストーラを下記からDownload する

①インストーラのダウンロード
インストーラのダウンロードはESIの「OpenFOAM for Windows」のページまたは
source.forge からダウンロードできます。
②インストラーを実行する（ダブルクリックで良いが管理者権限のないユーザの
場合はマウスの右クリックで”管理者として実行する”を選択する）

http://www.openfoam.com/products/openfoam-windows.php

http://www.openfoam.com/products/openfoam-windows.php


２．　インストーラを実行
①　インストーラを実行する
②　ライセンス条項を確認し、NEXTを選択



３．インストール先の設定など

①インストール先の設定などしてNEXT
②インストールが開始される



４．boot2Docker のインストール

①　ほっておくとインストラーがかってに次にboot2Docker をイン
ストールする（ネット接続必須）NEXT 選択
②　インストールオプションが出てくる。デフォルトではVirtualBOX
がオフになっているがオンにする。　NEXT選択



４．boot2Docker のインストール

インストール先の指定 デスクトップアイコンの作成をON

Install ボタンを押すとインストール開始



４．boot2Docker のインストール
インストールが開始されて無事終了するハズ。。。



調べた結果原因は某社の社内ネットワーク設定にあることが判明。Windowsのコマ
ンドラインから起動するプログラムがProxy Server経由でネットワークにアクセスでき
るようにWindowsの環境変数 HTTP_PROXY, HTTPS_PROXY をProxy Serverのアドレス、
パスワードを設定する必要があった



４．boot2Docker のインストール
今度はうまくいった。。。ShellのWindowが何度か出るが自然に消えるのでしばし放置する



環境変数を設定する１．

このアイコンをクリック（この操作はインストール時に一回だけ行う）



環境変数を設定する２．

下記のWindowが出るが自動的に消えるのでしばらくそのまま待つ



OpenFOAMのコマンドWindowを起動

このアイコンをクリック



コマンド画面が起動する



コマンドラインで確認

ログイン時は /home/ofuser に、Linux はLinux boot2docker 4.1.3に
なっている。OpenFOAM 本体は/opt にインストールされている。

操作は通常のLinux とほぼ同じである。
Windows 上からは C:\user\”ユーザ名” の下にホルダが存在する（共通）



チュートリアルをコピーする



cavityの例題を実行してみる



cavityの例題を実行してみる



Windowsにインストール済のParaViewで
可視化処理する

ParaViewのOpenFOAMリーダを使うので＊＊＊.foam の空フォルダを適当な名前
で作る



Windows側ParaViewで正常に結果が出て
いることを確認



OpenFOAM Windows版インス
トールまとめ

・一応installして起動できたが、ソースカスタマイ
ズできないなど制約があり面倒くさい。。。

・結局仮想環境で使っているのでWindowsで使
う意味はあまり無いと思われる。



ANSYS/StudentEditionインストール①

● ANSYS/StudentEditionが出て、誰でも無料で使
えるらしいのでインストールしてみた。

● ANSYS HPからインストール実行ファイルとライセ
ンスファイルをDLする。実行ファイルは3.8Gbyte
ほどあるので、覚悟してDLください。

● どういうわけか某会社ネットワークではWindow
sのIEとGoogleChromeからはDLできず、仮想マ
シンのLinuxからFireFOXでDLした。



ANSYS/StudentEditionインストール②



ANSYS/StudentEditionインストール③

● Install モジュールはWindows64bit版のみ

● Ansys/Mechanical, Fluent, ダイレクトモデラー（３Dモデル作
成ソフト）などが利用できるようですが、AutoDYN, DYNA3D
（陽解法ソフト）, CFX（流体）などは利用できないらしいです
。

● Student版では２万要素くらいまで計算できるらしい？

● ライセンスファイルは半年分でライセンスファイルを2016/7
月頃入れ替える必要があるようだ

● Setupを実行したあと環境変数を設定する。

（詳しくはHPを参照)



ANSYS/StudentEditionインストール④

● Fluentを実行してみる

● 下記HPからFluentサンプルをDLした

● 特に問題なく実行できた！

http://www.mne.psu.edu/cimbala/me405web_Fall_2006/Fluent/fluent.ht
m

Here are some Fluent files that you may download: 
- Round (circular) suction inlet along a wall 
 -  inlet.dat.gz  - Fluent data file for the suction inlet example. 
 - inlet.cas.gz  - Fluent case file for the suction inlet example. 



ANSYS/StudentEditionインストール⑤
● Fluent 実行結果ベクトル図



ANSYS/StudentEditionインストール⑥
● DMなども問題なく起動、ABAQUS/student版も
そうであるが、商用ソフトは結構高機能である
ので要素制限があるとはいえ、検証用などう
まく使えばいろいろ使えそうである。

● Fluentが無料（タダ）で使える！



まとめ

● ParaView可視化（LIC)と他の可視化ソフト
(VisIt, Ensight) について紹介

● OpenFOAM　Windows版とANSYS/StudenEditio
nのインストールについて紹介した。



OpenCAE学会地方講習会告知
● 日時: ２０１６/３/11(金）（〜3/12?)
● 開催場所：長野県岡谷市テクノプラザ岡谷

● 講習内容：OpenFOAM初級コースと構造解析
(Salome-meca, FrontISTR)初級コース
を実施予定です（近日公開予定）
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